









オ フ ィ ス オ ー トメ イ シ ョ ン と デ ザ イ ン
京セラ凍 京中央研究所 福 田 民 郎
1.は じめ に
情 報革命,新 産 業革命,第 三の波,ニ ュー メデ ィア,オ フ ィス オー トメイ シ ・
ヨン(以 下OA),フ ァク トリーオー トメ イシ ョン(FA),ホ ー ムオー トメ
イ シ ョン(HA)な ど様 々 な新 しい言葉 が現在盛 ん に叫 ばれて いる。OAも 情
報及 び通信機器産 業 を中心 と して,70年代未 か ら一種 のブーム とも言 って よい
程 の活況 を呈 して い る。当初 は多分 に理 想論的、 そ して概 念的 で あ り,再 びMIS
(ManagementInformationSystem)の失敗 を踏 襲す る可能性 もあったが,M
ISの 場合 とは技術 や市場 の要求 などの諸状況 の相違 によ り,OAはn日 着実
に根 を持 ち発展 しつ つ ある と言 える。
IC,LSI,超LSIの 技術 進歩 に代表 され るテ クノロジーの進 歩 によ る
間断 の ない新製品,新 システムの出現 によ り,オ フ ィスの景観,そ して概 念 を
も変 えつつ ある と言 って も過 言で はない。10年後 には現在 のオフ ィスの姿 は既
にな く,大 きく変化 す るで あろ うと予想 す る人 も多 く見受 け られ る。
"1968年～1978年の10年間で生産部門 の生産性 は85%上昇 した が.事 務部 門
の それ は,わ ず か4%で あった。"と い うSRI(StanfordResearchInsti-
tute)のリサーチペ ーパー が一 つの契機 とな り日本 のOAブ ー ムは本格的 にな
った と言 える。 また,ブ ーム を支 える技術革新 が それ らの動 きを確実 に現実化
しつつ あり,現 在 の大 きな流 れ となっている。
オー トメ イシ ョンとい う語 は,1936年,GMのD.S.ハーダーが一つの加工 工
程 が終 った ものを次 に送 る自動搬 送装置 を説 明す る ときに使用 した時 が原初 で
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あ るカ㍉ 初 めて ビジネス分野 での使 用 は,1957年のE.M.グ ラッペの論文 で あ
る"AutomationInBusinessAndIndustry"が最初 で ある。そ して1970年代 に入
り,EDPSystemを 中心 とした"AutomaticOffice"とい う語 が使 われ,
それ が前述 のMISや 今 日のOAに 繋 がって来 て い ると言 える。
2.OAの 定 義
前述 のSRIの 定義 で は"書 類 のハ ン ドリング,情 報 の検 索,問 い合 せ,計
算,意 思決定 などの多 くの業務 を行 う事務 ス タジフの机上 や机 の回 りで,情 報
や情報 加工の サー ビス を行 うための コ ンピュー タと通信機 器の使 用概 念"で あ
るとされ てい る。一方,DATAQUESTの 定義 では,"オ フ ィス内 で効率 的 な
方法 で情報の加 工処理 を行 うため に,優 れたハ ー ドウェ アとソフ トウェ アを使
用 す ること"と いった非常 に直接的 な表現 で定義 づ けが なされて いるが,本 来
OAと は単 な るエ レク トロニクス化,メ カ トロニ クス化 によ る仕 事 の代替 で は
な く,む しろそれ らの機 器 を使用 す ることによ る仕事 の内容 の変化 を意味 して
い ると理 解 した方 が自然で あろ う。 つ ま り,電 話,・書類 の送 受 と処理,コ ピー,
計算,文 献 調査,会 議,出 張 な ど多種 に渡 る仕事 とそれ らが からみ合 う仕 事の
流 れ を効率的 に機械 に任 せ,余 った時間 をよ り創 造的,文 化的方 面 に使 うこと
を目的 に しない と本来転倒 にな り うる可能性 が ある。 その意味 でOAは,そ れ
ぞれの オフィスの特徴 に基 づ いたそれ ぞれのオ フ ィスのOAシ ス テム とい った
ものが必要 とな ろ う。 ここで は,FAが 究極 の 目的 と してい る工場 の 全面無人
化 や,HAな どの概 念 とは大 きな違 い があ ると言 える。
3.OA化 の3フ ェ ー ズ
OA化 は次 の様 な発展段 階 を経 て現 在 に至 って いる。初期 はス タ ン ドアロー
ン型 の機 器 によ るエ レク トロニ クス化 の時代 で,WP(ワ ー ドプ ロセ ッサ),
PC(パ ー ソナル コ ンピュー タ),FAX(フ ァクシ ミリ)がOA3種 の神 器
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な どと言 われたが,そ れは余 りに画一的 で あ り,単 な る一事務作 業の機械 によ
る代 替 に変 わ りなか った。 む しろその こ とよ り,オ フ ィス はその他 の機 器 や一
見便利 そ うに見 える機械 に もよる無差 別導入 で混乱 を興 して しまった と言 え る。
言 わば事 前評価 の充 分 に行 われて いない段階 での,OAの た めのOA機 器の導
入 といった結 果 を招 き,多 くの反 省点 をもた らした。
現在 はイ ンテ グ レー シ ョンとい った ことが主張 されてい る時代 で,イ ンテ リ
ジェ ン トコ ピー,多 機 能電話,一 台何 役 といったパ ーソナル コ ンピュー タなど
で代表 され るイ ンテ グレーシ ョン,そ してシステ ムと しては ネ ッ トワー ク化 が
叫ば れてい る段 階で あ る。 ワー クステー シ ョンの思想 もその代 表的 な もので,
前 フェーズが点の変化 とすれ ば,点 の集積 といった言葉 で表現 す るこ とが出来
る。 しか し,シ ステ ム と して は依然 クローズ ドな状 態 で,LANも 各 々の シス
テ ムの相 違 によ り相 互 に リンクで きない状 態で も ある。
そ して将来,来 るべ きフ ェーズ では どの様 な展 開 になるか を予 想す るのは大
変 困難 なこ とでは あるが,現 状の オフ ィス におけ る生産 性向上 の余地 や技術 動
向の勢 いを勘案 す ると,コ ンピュー タと通信 が結 びつ いた統 合化 オ フィスの出
現 といった ところ に向 か うで あろ うと予想 で きる。 現在 の点 の集積 で ある クロ
ーズ ドシステムが真 の意味 での オー プ ンシステ ムに移行 す るであろ う。例 えば,
ロー カル か ら全世 界 まで カバ ー しうる,し か も端 末機 器 を選 ばない電子 メール
システムや,HAシ ス テム と結 びつ いた在宅勤 務 な どの現実化 がな され るで あ
ろ う。在宅 勤務 につ いては,日 本 人 には合 わな い,日 本 の ビジネス社会 の意思
決定 の方 法 には適 さないなどの議 論 が されてい るが,体 の不 自由 な人 や,家 庭
で も可能 な,あ るいは家庭 の方 が能率 が上 が る職種 な どを端緒 と して広 が る可
能性 があ ると言 える。 一方,現 実化 されていない技 術,例 えば音声認識,手 書
き入 力,自 動翻 訳,電 子 ファイル,電 子会議 システ ムな どが,通 常 の言 わば現
在の オフ ィス におけ る電話機 の様 な役割 になって いる と予想 で きる。 この様 な
オー プ ンシス テムと しての面へ の拡 大 が来 るべ きオフ ィスの姿 で あ弓 う。
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4、OA空 間 の シ ー ド
ー般 のオ フ ィス にコ ンピュー タ,通 信機 器 が導入 された最初の例 は,少 し特
殊 では あるが,地 方 自治体 の水 道局 や消 防局,そ して電力会社,ガ ス石油会社,
高層 ビルなどの中央制御室 を挙 げる ことが出来 る。 これ らのオフ ィス は,壁 面
に情 報監 視盤,作 業員 の前 にキーボー ド,CRTデ ィスプ レイ,電 話,制 御 パ
ネルなどが装置化 され,刻 々 と入 る情 報 を認識 しデ シジョンを下 す とい う,言
わば一般 オフ ィスの極 限 の状態 が常 に続 くとい った空 間で ある。情報 が飛 びか
い,決 定 が必要 といった点 では一般事務部 門 と同様 で,正 確 な情 報 の収集 と評
価,情 報の加工,そ して判 断,処 理 な どの一連 の業務 が誤 りな く行 なわれるた
め に,コ ンピュー タや通信機 器 が複雑 にシステム化 され,そ れ らの業務 を支 え
て いる。時間軸 上 のス ピー ドの違 いや創 造 にか かわる作 業の量 などの点 では差
異点 もあ るが,プ ロセ ス上 の内容 では全 く同様 の こ とが一般 オフ ィスで も行 な
われてい ると言 える。 このよ うな意味 で,OA空 間 の シー ドがこ うした中央制
御室,中 央 コ ン トロールルー ムと言 った空 間 にあった と言 えるであ ろ う。 それ
は,コ ンピュー タと通信 シス テムが,オ フ ィス内 に"生"の 状態 で入 ってい る
サ ンプル と言 える。
デザ イ ンの面 では,建 築家,イ ンテ リアデザ イナ ー,工 業デザ イナー,エ ン
ジニアな どが広範 囲 にこれ らの機 器や空間 全体 に関 わって来 ている。一般 的 に,
実際上 のデザ イ ンの チェ ック項 目と しては,レ イア ウ ト計画,色 彩 計画,床 ・
天井 システ ム,照 明計画,地 震 対策,空 調 ・放熱 計画,防 音 ・防臭 の問題,視
覚 ・光学 な どの問題,設 備什 器 な どの検 討 が必要 となってい る。 ここでは,シ
ステ ム を中心 と して個 々の機 器 の最適 化,そ して一方 では,オ フ ィス としての
トー タルな環 境 デザ イ ンの最適化 といった ことがデザ インに課せ られて いる。
扱 う情報 が多量 で,機 器群 も複雑 になれば なる程,シ ステム上 の解 決すべ きデ
ザイ ンの問題 は広 範囲 に渡 って いる と言 える。
他 方,ト ー タルな環境 デザ イ ンとしての研究例 は次 の様 なもの があ る。 オフ
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イスを情報 の フロー といった点 に注 目 してオフ ィスプ ラ ンニ ングを考 えた例 で,
クイ ックボナーチー ムのオ フ ィスラ ン ドスケー プ(オープ ンオフ ィスシステム),
家 具 シス テム としての例 は,ジ ョー ジ ・ネル ソンの アク ショ ンオフ ィス,情 報
機 器 の設備 の点 では,ハ ーマ ン ミラーの フ ァシリテ ィマネー ジメ ン トの研 究 な
どを挙 げるこ とが出来 るが,日 本型 のオフ ィスの開発 例,そ して情報 通信機 器
を含 む環 境 システム と して の開発例 は未 だ少 ない と言 え る。 日本特 有のスペ ー
ス効率 の よい大部屋 方式(反 面,1人 の占有 スペース は欧 米 に比べ少 ないが),
と,エ レク トロニ クス機 器 ρ導 入 といった接 点 において も,OA機 器 にかかわ
るデザ イ ンの解決策 は その空 間の良否 を決定 す る位,重 要 なフ ァクター にな る
と言 えよ う。
5.現 状 分 析 と デ ザ イ ンの 考 え 方
5-1.傾 向
次 に示 す ダイア グラムは,デ ザ イ ンが関 わって いるOAの 現在 の大 きな流 れ
を図示 したもので ある。 デザ イナー が携 わってい る仕 事 の量 や重要度 を示 した
ものでは な く,将 来 の オフ ィス シス テム上,重 要 なファ クター を占め るで あろ
う傾 向 を4項 目に分類 した もので ある。
まず最初 の流 れは,従 来 のデー タ処理,そ して ワー ドプロセ ッサ を中心 とす
る文書 の作成,保 存,フ ァ ックス,コ ピーな どによる複写,伝 送,保 管 そ して
検 索 などの事務処理 を中心 とした仕 事の効率化,合 理 化 を計 ろ うとす るもの で
あ る。 中心 とな る機 器 は,オ フ ィスコ ンピュー タ,ワ ー ドプ ロセ ッサで ある。
これ らの機 器群 の特徴 と しては,益 々小型化,高 性 能化,イ ンテグ レー シ ョン
化 されて行 く傾 向 にある。従来バ ルキーで専 用の部屋 を必 要 と したオフ ィスコ
ンピュー タも,小 型 化 され机 の横 にサ イ ドテー ブル的 に設 置 され る例 もすで に
見 ることがで きる。




シ ョンの流 れ とは,一 見相 反す る流 れの様 に も理 解す る ことが出来 る。専 用的
使 用の 目的 で,あ る機能,例 えば通信,計 算,あ るいは図形 の保管 な どの機 能
を高性 能 化 させ た もので ある。ある程度 の プロフ ェシ ョナル的 なユ ース,特 定
業務 を対 称 としたパ ー ソナ ルユ ース なと を意識 してデザ イ ンされた製品群 と言
える。テー タエ ン トリー専用端 末,画像情 報 フ ァイル装置 な どが中心機器 で ある。
3番 目には,最 近急激 に伸 長 して きたパ ー ソナル コンピュー タが ある。 オフ
ィスコ ンピュ… タがある程度 の専門的知識 を必要 とす るの に対 し,こ れは一般
の人 々,電 算 の知識 のない人々 も使用 す るこ とがで きる機 器 であ る。 オフ ィス
コンピュ ータの性 能,価格 の両面 におけ るフ レイ クダウンとパ ー ソナ ルコ ンピュ
ー タの高性 能化 で,両 者 の"域"の 不明確 化現象 も起 ってい る。ホ ビー的要 素
も加味 されて,コ ンピュー タの世 界 を広 く一般 の人 々にまで親 近感 を抱 かせ た
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役割 は大 きな ものが ある。 オ フ ィスコ ンピュー タの端末 や,こ のパ ー ソナルコ
ンピュー タがLANに よって ネ ッ トワー クを構 築す る ことがで きるな らば,さ
らにオフ ィスコースの可能性 や役割 は広 がってゆ くで あろ う。
最 後 に,オ フ ィス環 境 を含 む トー タル な動 きを挙 げねば な らない。 これは情
報機 器,通 信機 器 などの各 システムの トー タル化 と同時 に,オ フ ィス レイアウ
ト,環 境 と してのオ フ ィス,さ らに設 備や将 来の プラ ンな どのマネー ジメ ン ト
の レベ ルまで を含む総合的 なもの で ある。情 報,通 信 分野 は もとよ り,建 築,
イ ンテ リア,未 来予測 な どの リサ ーチ分野,さ らに設備什 器,文 具 などの多 く
の分野 が この領域 に関 わって いる と言 える。従 って,種 々 の分野 からの様 々な
アプ ローチや研 究例 をこの流 れの中 に見 ることがで きる。
複 雑 なOAの 流 れ も,こ の様 な分類 によ り,現 在 の傾 向 の把握 と将 来 の予 想
を立 てる ことが可能 であ ろ う。 もちろんハー ドウェア上の傾 向は,そ れ らを支
える多 くのソ フ トウェアの存 在 を除 いて は語 るこ とが出来 ない ことも忘 れては
な らないが。
5-2.オ フィス構成
次の ダ イアグラムは,オ フ ィスの ヒエ ラルキー を示 した もので,下 図 の様 に,
.プロダ ク ト,シ ステム,エ ンバ イロ メ ン トの3フ ェーズ で捉 えることが出来 よ
う。 オフ ィスの 中で,具 体的 な各 々の機 器(ハー ドウェア)と ソフ トウェア(考
え方や方法 といった広 い意味 での)が,ど の様 に分類構 成 で きるかをま とめた
もの で ある。
右側 はハー ドウェ アと しての構 成エ レメ ン ト,左 側 はソ フ トウェァのエ レメ
ン トで ある。下位 フ ェー ズのプ ロダ ク トは,"ス タ ン ドア ロー ンの","個 の",
"特定 の"と いった語で表現 で きる基礎的 フ ェーズで あり,第2の 中心 フ ェー
ズ は,デ ザ インにとってキーフ ェー ズで あるシス テム レベ ルで あ る。実 際のデ
ザ イニ ングにおいて,大 変困難 な問題 が集積 す るの は常 にこの フェーズで もあ




な影響 を友 えてい る。逆 に個 々の プロダ ク トレベ ルでの最適解 が,必 ず しもシ
ス テム を組 んだ場 合 にはそれ を期 待 で きないといった問題 や,環 境 レベ ルか ら
の アプローチ が必 ず しも機 器の システム上 に好影響 を与 える といった こと もな
い例 が発 生す るところであ る。 こ ういった意味 でデザ イ ンに とって,こ の フェ
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ズ は重要 な意味 をもつ。従 って この システム レベ ルか らの発 想や実践 が,現 在
のOAの デザ イ ンには最 も必要 なことであろ う。第3の フ ェー ズは,総 体 とし
ての環境 を意味 してい る。一般 の オフ ィスのみ な らず,実 験 室や ビル内 の公共
空間 などもこの範疇 に入 れる ことがで きる。
5-3.シ ステム レベ ル
次 にこの キーフ ェー ズであ るシステム レベ ル上の デザ インを考 える場合 に,
特 にどの様 な ことを重要視 すべ きか,ま た,結 果 としての デザ インがどのよ う




第1の 要 件 は,テ クノロジーで ある。特 に 日進 月歩 な らず秒進 分歩 す る技術
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の進 化 を可能 な限 り予想 し,そ れ らの変化 の度 合 いをあ る程度 は デザ イン上 に
反映 しなければ な らない。 さもな ければ,猛 烈 な勢 いで発展 す る技術 の一 つ一
つの過程 で,そ の場 限 りの有効 力 を持 ったプロ ダク トといった もの が発 生 し,
それ が システ ム上 の変化や システ ム自体 の柔軟性 を阻害 す る原 因 に もな るか ら
で ある。 シス テムの変化 に対 し,あ る程度 の時 間的 な許容度 といった もの を持
っデザ イ ンが望 まれて いる と言 える。
第2に プ ロダ ク トデザ イ ンのバ ランスの問題 が ある。 つ まり個 々のプロ ダク
トは,シ ステ ム上 における個 と単体 と して存在 す る時 の個 の間でバ ラ ンスの と
れた完成度 を持 たねば な らない とい うことであ る。 システムが オー プ ンになれ
ば なる程,他 機 種 との併 存や接続 などの機 会 は増 大す る もので ある し,単 体 と
しての機能 が増 えれば増 える程,業 務 におけ る汎 用性 が増 大 し,設 置場所 の予
想 がつ かな くなる可能性 が出 てくるか らで ある。個 と しての完成度 は当然満 たす
べ きで あるが,シ ステ ム上で の諸条件 や,た とえ単体 であって も環 境形成 に大
きな影響 を与 えよ うと してい ることも充分認識 すべ きことで あると言 える。
第3に は,環 境 に対 す る配慮 を挙げね ばな らな い。安 全性 は もとよ り,保 守,
スペ ース,音,光,臭,熱 な どのエ レク トロスモ ッグな どに関 す る対策 で ある。
第4の 要件 は,人 間工学で あ る。個 々のマ ンマ シ ンイ ンター フェイス か ら心
理的 問題 な どを含 む広 い意味 での ヒューマ ンフ ァク タを挙 げねば な らない。時
として新技術 や新 システ ムは,人 間の尺度 を超 えたものや,人 間の生理 に合 い
そ うにない顔 を してい るもの があ るが,そ の場 合で も ヒューマ ンな面 でのデザ
イン解決 は不可欠 な もので あ る。最近,ハ イテ ックに対 しハ イタ ッチな どが主
張 されてい るの もその よい例 であろ う。
最 後の要件 は,オ ソイス内 の人 々の行動様式 や構 成人員 の文 化的 背景,男女 の
精神 的,心 理的相 違 などを含 むキメ細 かい行動科 学的側面 か らの検 討 で ある。
純粋 なシステム工学上 の要件 は もとよ り,デ ザ イ ン側 か らの この よ うな検 討事
項 は,OAに お け るシス テムのデザ インを考 えた場 合,必 須条 件で あ ると言 え
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る。
そ して,上 記 の様 な要件 を満 た した システム レベ ルの製 品は,オ フ ィスにお
いて次 の三つ のポイ ン トか ら事前 評価 がな され るべ きであろ う。 それは,1:
レベ ルの高 いオフ ィス環境 を形成 しているか。2:人 間一機械 系 の改善 が充分
に計 られて いるか。3:シ ステム 自体 が各 々のオフ ィス環境 や人員構 成 に対 し
て,柔 軟性 を持 ってい るか。 の3点 で ある。種 々の システム評価の チェ ック リ
ス トはあ るが,デ ザ インに関 わ る問題 として これ らは避 け るこ とので きない も
の と言 える。
5-4.プ ロダク トレベル
次 に示 す図は,シ ステ ムを構 成 して いるプロダ ク トレベ ルでは,現 在特 にど





最初 に1/0デ バ イス(イ ンプ ッ ト/ア ウ トプ ッ トデバ イス)の 問題 があ る。
現在 の多 くのOA機 器 の最 大の問題 が存在 す る所 で ある。1/0デ バ イスは,人
間 と機械 との最 初の而 も唯一 の接点 であ る。 その意味 では,最 もデザ イナーが
神経 を使 わねば な らない個所 で ある と言 える。現在 の主要 デバ イスは,CRT
デ ィス プ レイ とキーボー ドで あるが,そ れ らに とって も問題 がな いとは決 して
言 えない。人 間工学的側 面 から充分 に検討 され るべ きで あろ う。決 してそれ ら
が最 良 のデバ イ スではないはず で,作 業効 率,疲 労 などの点 か らも,も っ と違
った形 態 のデバ イスが将来 考案 され るべ きで あろ う。 また,デ ザ イ ンサ イ ドか
らの働 きかけや提案 な ども充分考 えられ る分野 で もある。CRT,キ ーボー ド
以外 には,マ ウス,タ ッチパ ネル,音 声 入出 力な どの技術的萌 芽 があ るが,も
っ とも技術革 新 に期待 した い所 であ ると言 え る。次 の要素 は,実 際の デザ イ ン
を行 う場合 の人間工学上 のデー タで ある。非常 な複 雑 さや,技 術 的 に未成 熱 な
面 を持 つ機 器 に対 して,そ の条件 の中で操作性 の向上 や疲労 の軽減,親 しみや
す さの増大 などを目的 と した人 間工 学の具体的 デー タが,今 日ほ どデザ イ ンに
とって必要 な時期 はな いと言 える。 多方面 か らの文献 や調査結 果 が待 たれ る と
同時 に,デ ザ イ ンの現場 で も,従 来 の方法 や その他考 えられ る方法 を駆使 して
十二分 の アセス メ ン トが必要 で ある。実際的 デー タは,最 近,比 較的 よ くま と
まった もの が欧米 で生 まれつつ あるが,漢 字,カ ナな どの特殊 事情 をもつ 日本
の場合 も早 急 な確立 が望 まれ るところで あ る。デ ー タ的 まとめは次 の章で述べ
た い と思 う。3番 目は,オ フ ィス環 境 を意識 したプロダ ク トデザ インの必要性
で ある。 たとえス タン ドアロー ン型 の機 器で あって も,充 分 に環境条 件 を把握
したデザ インが必要で ある。 オ フ ィス照 明,エ ネルギー,機 器 の もつエ レク ト
ロスモ ッグな どとの関連 も検討 すべ き項 目で あろ う。 そ して必ず しも新 しいオ
フ ィス にOAシ ステ ムが導入 され る例 は少 な く,旧 来 の事務空間 に導入 され る
方 が圧倒 的 に多 い とい う事実 も認識 すべ きことの一 つで ある。 また逆 に,プ ロ
ダ ク トレベ ルか らの空間 レベルの働 きか け,つ ま り空 間 が先 に存在 し,機 器が
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そ こへ導入 され るとい う従来 の順序 とは逆の プロダ ク トや システ ムが環境 を決
定 す るとい うインサ イ ドア ウ ト的思 考 も必要 であろ う。次 に挙 げ るユ ーザー フ
レン ドリーは,1/0デ バ イスや人間 工学 と も深 い関連 を持つ 。往 々に して新 し
い技術 は ある種 の堅 さや複雑 さ とい ったこ とを前 面 に持 って いるが,そ れ らを
包み こむや さ しさや親近感 を持 たせ ること もデザ イ ンの使命 の一つ で ある。前
述 した様 に,ハ イ タッチが主張 され ているの もその一因 で あろ う。男性 の みな
らず女性 の使用者 の増 大 も考慮 すべ き点 で ある。次の フ レキ シ ビリテ ィには,
システム構 成上 の増殖 や縮 少 に対 す る適応性,ハ ー ド・ソ フ トウ ェア上の互換
性 の問題,技 術 の進化 や仕事 の内容 の変化 などに対す る機 器 自体 の拡 張性 とい
った種 々の事項 を含 ん でい る。最 後 に,現 在最 も軽視 されて い るワイヤ リング
の 問題 を挙 げておかね ばな らな い。機 器や シス テムはエネ ルギーや情 報 の通路
で あ るワイヤー(ケ ー ブル)を 必ず必要 とす るが,現 状 は,製 品や製品群 の裏
に放 置 されてい る状況 であ る。 オフ ィス内で この問題 は,う まく解決 されて い
ない代表例 と言 える。 ワイヤ リング を機 器 の付帯事項 で はな く,一 つ の"プ ロ
ダ グ ト"と しての研究 開発 が必要 であ ろ う。近 い将来,な に もかもが,ワ イヤ
レス にな る可 能性 は殆 どないと言 えるか ら。
6.ワ ー ク エ リア に関 す る人 間 工 学 デ ー タ
人聞工 学は,OAの デザ イ ンに関 して最 も重要 なフ ァクターの一 つで ある。
余 りに急 激 な,言 わばハ デなテ クノロジーの進 歩 に目 を奪 われない様,プ ロダ
ク トや システムの事 前評価 を入 聞工学的側 面 か ら充分 に行 うこ とはデザ イナー
の義務 で もあろ う。技術サ イ ドは時 と して,自 己の技術 や新 しい システ ムに酔
ろぞ しま う面 が あり,そ れが使 い勝 手 の悪 さや,ユ ーザー無視 とい う形 で現 わ
れ る場 合 があ る。現在,市 場 で人気 の ある製品 です ら,人 間工学 的 に見 る とま
だ まだ解決 すべ き問題 を多 く抱 えてい るもの があ る。
以 下の デー タは,現 在主 力の入 出力機 器 であ るCRT,キ ーボー ド,そ して
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それ らが 設置 され るワー クエ リァのデザ イ ンに関 わる数値的 デー タ をま とめ た
もの であ る。近年,実 際 的デ ー タが ヨーロ ッパ,ア メ リカ などで次 々 と発 表 さ
れて いる。文献 によって数値 のず れは多少 あ るが,実 際 の検証 を行 うことによ
り,日 本人 にとってよ り最適 な ものの方 をこ こでは選 んだ。今後,こ の様 なデ
ー タはデザ イナ ーに とっ て益 々必要 となろ う。
参考文献 は,ま とめて最後 に挙 げ てお く。
6-1:CRTデ ィス プ レイ.
■CRT画 面 の位置 は,卓 の フロ ン トエ ッジか ら400㎜以上離 した方 が望
ま しい。
■CRT画 面 の設置 の高 さは,目 の高 さ以下 が望 ましい。
■CRT画 面 は回転,上 下角度 の調整 の機構 を持 つ ことが強 く推奨 される。
躍CRT画 面 のザ イズは,業 務内容 に もよるが,英 数 字の みの場合 は12イ
ンチ以上,漢 字 が入 る場合 は,14イ ンチ以上 が望 ま しい。
■CRT画 面 と目の距離 は,450㎜ 以上,700㎜ 以下 が望 ま しい。 また260
㎜ 以下 になっては な らない。
■英 数字の文字 高 は,目 とCRT画 面 との距離 の1/200以上が望 まれ る。
■英 数字の 巾は,高 さの70%以上 が望 ま しく,50%以下 になっては いけな
いo,
■画面上の 文字 の明 るさは,バ ックとの コン トラス トにおいて,3:1～
15:1の間 にす るのが望 ま しい。









■もっ とも頻 繁 に誤認 される文字 は,以 下 の文字同志 で ある。
L-1,Z-2,B-R-S-8
■CRT設 置エ リアの照明 は,500～700ルクスが望 まれ る。
■CRTの ケース,キ ーボー ド,ド キュメ ン トの表 面仕 上 げは同一 が理 想
で ある。 また3者 のお互 いの表面反射率 の割合 は,3:1あ るいは1二
3以 内 が望 まれ る。
置CRT画 面上 の反射 防止 には,薄 い光学 フ ィル ムの コーテ ィ ング,表 面
の ノ ングレア処理,偏 光 フ ィル タ,マ イ クロメ ッシュフ ィル タな どが一
般 的 で ある。
6-2:キ ーボ ー ド
■キ ーボご ドのスロー プは,5°～15°の範 囲が望 ま しい。
■キーボー ドは,角 度の可変機構 をもつ ことが望 ま しい。
■キーボ ー ドは,CRTと の分離 型 が望 ま しい。
■キーボ ー ドは,出 来 るだけ軽量 が望 まれ る。
■キーボ ー ドの総 高 は,30㎜以 下 が望 ま しい。
■キーボ ー ド操 作時 の姿勢 は,上 腕 が垂直,肘 が90°,手首 が0°にな るの
が理 想、で ある。
■パ ー ム レス トは必須 で,奥 行寸法 と して,50～100mm位が望 まれ る。
■キー の色 は,グ レイ系,べ 一 ジュ系 のニュー トラルカ ラー が望 ましい。
これ らは黒や 臼 に比べ て,錯 乱 がな く,疲 労 が少 な く頭痛 をお こさない
色 で ある。
■キーの表面 は,マ ッ ト仕上 げで表面反射 率 は40～60%以内 にす ることが
望 ま しい。
■キー トップの形状 は凹 面 にす るこ とが望 ま しい。
■キー トップの大 きさは,対 角線 で12～15㎜位 が望 ま しい。
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匿キーの配 列 ピッチは,18～20㎜が望 ま しい。(現 行 の主流 は3/4インチ
(19.05㎜)であ る。)
鬮キー トラベ ルは3～5㎜,ス プリ ングフ ォー スは15～125グラムが望 ま
しい。 また コ ンタク トはキー トラベ ルの65～75%の問 に設定す るの が望
ま しい。
■カーソルキ ーは他 の キー と,は っ きりと区別 させ なければ な らない。
6-3:ワ ー クエ1丿ア
■テーブル トップは高 さの可変機構 を もち,そ の範囲 は680～76㎞が必要
であ るQ
靂CRTが 設置 され るテーブルは,最 小 巾 として120(㎞が必要 で ある。
■CRTデ ィスプ レイはテーブ ル トップのエ ッジよ りはみ出 して設 置 して
はいけな いQ
■リフ ァレンスホル ダーの位置 は,CRT画 面 と同 じ高 さで,CRT画 面
と目の距 離 と同距離 が望 ましい。
■ワー クエ リアで クロームメ ッキ などの高反 射率の表面 をもつ家具 や什器
は必 ず避 け るべ きで あ る。




窓 の ブ ライン ド40～60%
テー ブル トップ25～45%
OA機 器/家 具25～45%
■ワー クエ リアの許 容騒音 レベ ルは50デシベル以下 で ある。
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激 しいテ クノロ ジーの発展 の波 の中で,製 品 もオフ ィス環境 も今 日ほ ど"人
間 中心"の 思想 が必要 と されてい る時代 はか って なかった と言 え る。 この意味
で,OAに 関す る人 間工学 の重要性,そ してOAに 関 わ るデザ イナーの使 命 が
問 われて いる と言 えよ う。
7、 さい ごに
オフ ィスオー トメー ションの波 は,今 猛烈 な勢 いで私達 に影響 を与 えよ うと
してい る。OAを と りまくデザ イ ンの環境 も,単 体 の機 器 は もとよ り,シ ステ
ム機 器,そ してオ フ ィス環境 まで も含 む広 い範囲及 んで いる。先端技 術 を駆使
した新 しい機 器 と人間 との関係 は益 々複雑 にな り,有 形無形 の多 くの解決 すべ
き問題 を含 み なが ら,技 術 は間断 な くオ フ ィスワー カーや オフ ィス環 境 に対 し
影響 を与 えてい る。
この よ うな状況 の中で,OAに よ る未 来の オフ ィス を"コ ンピュー タや通信
など機械 の系統 的 な組 合せ と,目 的(仕 事)を 遂行 す るために それ らを使 用す
る人間及 び人間の組織 が形 成す る包括的環 境"と,今 仮 に定義 す るこ とがで き
るな らば,デ ザ イ ンの 目的 は,こ の包括 的環境 の最適 解 を求 め るこ とと言 えよ
う。 それ には,オ フ ィスの生産性,マ ネージメ ン ト,労 働,文 化 な ど広 い視野
か らのアプ ローチ と共 に,オ フ ィス におけ るシステ ム レベルの分析 と把握,そ








*4.デ ー タ ク エ ス ト:シ リ コ ンバ レ ー の シ ン ク タ ン ク 。
*5.LocalAreaNetwork:企 業 内 情 報 通 信 網 。 各 種 のOA機 器 を同 軸 ケ ー ブ ル な ど で 結
び っ け て 情 報 をや り と り す る 通 信 網 。 構 造 に よ り,ス タ ー 型,バ ス 型,リ ン グ型 に 大
別 さ れ る 。
*6.企 業 内 の フ ァ ク シ ミ リ に よ る通 信 や コ ン ピ ュ タ 回 線 を利 用 し た 文 書 情 報 の 交 換 シ ス テ
ム や 機 能 を 意 味 す る 。
*7.ElectronicFile:文 字,数 値 デ ー タ の み の コ ン ピ ュ ー タ処 理 だ け で な く図 形 な どの
保 存,検 索 を 目 的 と し た 装 置 。 光 デ ィ ス ク が 主 流 に な る 可 能 性 が あ る。
*8.ク イ ッ ク ボ ナ ー チ ー ム(ド イ ツ)を は じ め と す る オ ー プ ン オ フ ィ ス シ ス テ ム の 手 法 は
JohnPile著のOpenOfficePlanning(WHITNEYLIBRARYOFDESIGN,U.S.A)




*11.オ フ ィ ス に お い て,1人 の 人 間 が 占 め る面 積(公 共 的 空 間 も含 む)は,日 本 で は6～
8㎡,西 ド イ ツ で は10～14㎡,ア メ リ カ で は18～22㎡ と 言 わ れ て い る。
*12.ソ フ トウ ェ ア の 開 発 に つ い て は,近 い 将 来 に深 刻 な 不 足 に 陥 る と い う 予 想 が さ れ て い
る 。"マ ッ ク ル ア の 法 則"に よ れ ば,1990年 ま で に 新 た に100万 人 の ソ フ ト開 発 者 が
必 要 で あ る が,1年 に2万 人 し か 増 え な.いで あ ろ う と さ れ て い る 。
*13.エ レ ク トロ ニ ク ス,メ カ トロ ニ ク ス機 器 が 発 生 す る 電 磁 波 や 音 波 な ど を指 す 。 イ ラ イ
ラ,不 快 感,頭 痛 な ど の 原 因 と な る 。
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